
 

冬休み明けの全校集会 
1月 8日（水）の 8：２0～オンラインにおいて、冬休み明けの全校集会を行いました。集会

前に、１月から転入の３年白田さんの紹介、表彰１名（４年大関さん）を行いました。内容は、

新年の抱負（６年代表 島田さん）、校長先生の話でした。代表の発表を紹介します。 

※ 個人情報保護のため、苗字のみの表記にしてあります。 

令和６年度 学力診断のためのテストについて 
 １月 16日（木）、17日（金）に４～６年生児童対象に茨城県内全小学校で「令和６年度 学

力診断のためのテスト」が実施されます。１日目は、国語、理科のテスト、２日目は算数、社会

のテストを実施します。テスト範囲は、前年の１月～１２月の学習内容です。この結果を私たち

教職員が授業（指導）に生かしていきます。また、児童へは、解答の解説をして問題用紙、解答

用紙、個人票を返却いたします。また、２月に学力定着月間として、補充指導を行い、児童に学

力の定着を図っていきます。 

 来週行われます学力診断のためのテストに向け、体調を整えて臨めるようご協力をお願いいた

します。 
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   卒業までにできること 

                               ６年代表  島田さん 

 小学校生活も残りわずかとなり、卒業の日が近づいてきました。この６年間、たくさんの思い出

がありましたが、それは、これまで関わってきた先生、友達、そして笠間小という恵まれた環境が

あったからだと思います。私は、卒業前のこの時期だからこそ、笠間小学校への感謝を行動で示し

たいと考えています。そこで、今の自分にできることを考えてみました。  

 一つ目は、学校をきれいにして卒業することです。６年間お世話になった教室や校庭、体育館な

どは、私たちが毎日安心して過ごせる場所でした。私は、そんな場所をきれいにしていきたいです。

特にそうじの時間には、ありがとうの気持ちを込めて、真剣に取り組むようにしたいです。卒業ま

でに学校の隅々まできれいにして、次に使う後輩たちに気持ちよく引き渡したいです。 

 二つ目は、下級生に見本を見せることです。私は、これまで生活向上委員会として毎週あいさつ

運動に取り組んできました。そうすると、少しずつあいさつを返してくれる人が増え、とてもうれ

しい気持ちになりました。私たちのがんばりは、学校のためになっていると実感することができま

した。私たちが最高学年でいられるのも残りわずかです。少しでも下級生の見本になれるような行

動を様々な場面で行い、笠間小学校がこれから、もっとよい学校になってほしいです。 

 三つ目は、仲間と心と一つにして、最後の思い出を作ることです。これから、卒業に向けて、卒

業式の練習や合唱の練習が始まります。感謝の気持ちを先生や家族に届けられるようにしたいで

す。学年全員で取り組むことが卒業前の大切な思い出になると思います。卒業が近づき、寂しい気

持ちも増してきましたが、小学校生活の感謝を行動で示し、中学校に向けて、準備をしていきたい

です。 


